
１ブロック ４ブロック
1 チ ー ム 江 別 Ｍ ｏ ｎ ｓ ｔ ｅ ｒ ｓ 1

2 留 萌 高 ボ ン バ ー マ ン ナイスインパクト（旭） 2

3 増 毛 中 え び 初 山 別 中 3

4 こ う な ん の ん

５ブロック
ヤングボーイズ25（旭） 1

２ブロック こ う な ん の こ 2

1 羽 幌 フ レ ン ズ 留 萌 高 Ｍ Ｒ ² 3

2 慎也と愉快な仲間達(旭) ６ブロック
3 留 萌 千 望 高 Ａ 留萌ジュニアアスリート 1

留 萌 千 望 高 Ｂ 2

増 毛 中 プ ル ー ン 3

３ブロック ７ブロック
1 グッドスピー ド ( 旭 ) 卓 心 会 (旭) 1

2 こ う な ん の う 留 萌 高 ３ ４ ４ 2

3 留 卓 研 こ う な ん の な 3

１ブロック ３ブロック
1 Ｍ ｏ ｎ ｓ ｔ ｅ ｒ ｓ チ ー ム マ ー メ イ ド 1

2 チ ー ム ジ ン ギ ス カ ン 古 中 魂 2

3 初 山 別 中 こ う な ん の 女 子 3

4 増 毛 中 り ん ご ４ブロック

２ブロック 羽 幌 フ レ ン ズ 1

1 萌 え ぎ 野 留 萌 千 望 高 2

2 ハニーフラッシュ（旭） 増 毛 中 さ く ら ん ぼ 3

3 留 卓 研

1 小 平 バ タ フ ラ イ Ａ

2 モ ン ス タ ー ズ Ｊ ｒ Ａ

3 留 萌 振 興 局

4 小 平 バ タ フ ラ イ Ｂ

5 モ ン ス タ ー ズ Ｊ ｒ Ｂ

1 テ ト ラ う ば 桜

2 モ ン ス タ ー ズ Ｊ ｒ

3 テ ト ラ 寒 椿

勝敗 ： 順位4 5

[5チームの試合順] ①1-5 ②2-4 ③3-5 ④1-4 ⑤2-5 ⑥3-4 ⑦1-3 ⑧4-5 ⑨2-3 ⑩1-2
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[3チームの試合順] ①1-3 ②2-3 ③1-2

勝敗 ： 順位

2 3

3

Ｂクラス＜女子＞

[4チームの試合順] ①1-4 ②2-3 ③1-3 ④2-4 ⑤3-4 ⑥1-2

Ａクラス＜男子＞

Ａクラス＜女子＞

Ｂクラス＜男子＞

1 2



◎現行の日本卓球ルール（平成27年4月1日）を適用する

○競技方法
・ チーム構成は3人以上、6人以内とする

・ ４シングルス、１ダブルス（①シングルス②シングルス③ダブルス④シングルス⑤シングルス）で行う

・ ３名の場合 ①を不戦敗とする。ダブルスはシングルスの選手が重複できる。但し ①－②では組めない

・ Aクラスは予選リーグ後、各ブロック1位が決勝トーナメントに進出する。Bクラスは総当たりで順位を決定する

・ 勝敗は３点先取法で行う。

・ Aクラス予選リーグの4チームブロックは3勝した時点で終了、3チームブロックは勝敗が決まっても5番まで行う

・ Bクラス男子は3勝した時点で終了、女子の部は勝敗が決まっても5番まで行う

・ 決勝トーナメントは3勝した時点で終了とする

・ オーダー表は試合前、速やかに本部席に提出すること

１．ルール概要
・ 試合は5ゲームマッチ、3ゲーム先取で行う

・ サービスは2本交代とし、ジュース(10-10)からは1本交代とし2点先取で行う

・ ゲーム開始後10分経過しても終了していない場合は促進ルールを適用する

（双方のポイント合計が18点以上の場合は適用されない）

・ タオルの使用は双方のポイント合計が6の倍数時、セット間の休憩時間のみ使用できる

・ 試合中はすみやかにレシーブ、サービスの姿勢をとり、みだりに時間をとらないこと

・ ゲーム間の休憩時間はラケットをテーブルの上に置いておくこと

・ サービスは正規のサービスで試合を進めること

①手の平にボールをのせる ②投げる前に必ず静止する ③16㎝以上真上に上げる ④投げ上げる時に

ボールが台の高さ以上である ⑤落下時にボールに打球 ⑥打球の際、ボールを体の一部等で隠さない

２．ボール、ラバー、ラケットについて
・ 使用球はプラスチック製、ホワイトとする

・ シェークハンドラケットの両面は赤・黒の異なる色のラバーを貼り付けること

・ ペンホルダーラケットの裏面は表面と異なる色のラバーもしくは塗色しているものがのぞましい

３．服装について
・ 競技用服装は、半袖、半ズボン(スコート)を着用が望ましいが、特に指定はしない。動きやすい服装で行うこと

・ ゼッケンは日卓協指定のものまたは、規定サイズのものを背中に付けること

４．試合の進行、アドバイス等について
・ 試合でコールされたチームは速やかにコートに入りゲームを行うこと(ゲーム前のラリーは1分以内とする)

・ ゲーム間の休憩、アドバイスは1分以内とする（厳守）

・ ゲーム進行中のアドバイスは禁止とする

５．その他
・ 審判は相互審判を適用する

・ 試合終了後、勝者が結果の入ったﾊﾞｲﾝﾀﾞｰを速やかに本部席に持って行くこと

・ 基本、1人審判でよいが、ルール、カウント等、判断が困難な場合は2人審判で行うこと

・ 本大会はタイムアウト制を適用しない

・ ゴミ類はすべて持ち帰りとなります。ご協力お願いします
・ 貴重品等は各自責任を持って管理をお願いします

◇ 競 技 上 の 注 意 ◇
（第３６回小林杯争奪対抗卓球大会適用）


